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【目的】

光干渉断層計診断を評価基準として血管内視鏡の冠動脈内表在性石灰化病変診断能について検討すること.

【方法と対象1

2005年9月 から2008年2月 までに心臓カテーテル検査を施行し,光干渉断層計と血管内視鏡の両方で観察

できた142病 変(59症 例,男性53例,女 性6例,平 均66.3±79歳,陳 旧性心筋梗塞42例,労 作性狭心症

17例)を 検討対象とした.血管内視鏡での石灰化病変の診断は,表 面が整で,周囲との境界が明瞭な象牙色

を呈する病変とした.光 干渉断層計の診断結果を基準として,血 管内視鏡の冠動脈内表在性石灰化病変診断能

を検討した.また光干渉断層計で石灰化病変と診断した病変を基準とした時の血管内視鏡での正診群と誤診群

それぞれの石灰化病変上の線維性被膜厚を測定し検討した.

【結剰

光干渉断層計で冠動脈内表在性石灰化病変と診断したのは142病 変中84病 変(59.2%)で あり,冠動脈内

非表在性石灰化病変と診断したのは58病 変(40.8%)で あった.光 干渉断層計で冠動脈内表在性石灰化病変

と診断した中で血管内視鏡での診断が正しかったのは84病 変中74病 変であり(正 診群),10病 変は冠動脈

内非石灰化病変と診断したため診断が誤っていた(誤 診群).光 干渉断層計で冠動脈内非表在性石灰化病変と

診断し血管内視鏡で診断が正しかったのは58病 変のうち54病 変であり,4病 変は血管内視鏡では冠動脈内

表在性石灰化病変と診断し診断が誤っていた.血 管内視鏡での冠動脈内表在性石灰化病変診断能は感度

88.1%,特 異度93.1%,陽 性反応的中度94.9%,陰 性反応的中度84.4%で あった.正診群において最小の平均

線維性被膜厚は90±82.1μmに 対し,誤診群において最小の平均線維性被膜厚は239±147μmで あった.正

診群の最小の平均線維性被膜厚は誤診群に比べ有意に小さかった(p<0。Ol).

【考察1

本検討で我 は々光干渉断層計を用いて診断した冠動脈内表在性石灰化病変について,血管内視鏡での診断

能をはじめて明らかにした.その結果,血管内視鏡でも高い感度と特異度をもって冠動脈内表在性石灰化病変

を診断することが可能であった.さらに石灰化病変は被覆する線維性被膜を有しており,血管内視鏡で冠動脈

内表在性石灰化病変と診断できなかった病変は診断できた病変に比べ線維性被膜厚が有意に大きく,冠動脈

内表在性石灰化病変診断能に被膜の厚さが影響していることがわかった.本 検討で可視光線を用いた診断装置

である血管内視鏡は表在性石灰化病変の評価が可能であると考えたが,被 膜を通した観察となるので被膜が厚

くなると診断能が落ちることが示唆された.

【結謝

本研究より血管内視鏡は表在性石灰化病変の診断能が高く,石灰化病変を被覆する線維性被膜厚が診断に

影響する可能性が示された.
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